

































































































































































































































































































































































































































































































































































































落解放』（第 297 号 pp.42-43）に掲載してきたも
ので説明をしたいと思います。写真 1 は、兵庫
県の農村地域の〈部落〉と周辺地域の航空写真

































間」が見られます。② E-1 は、E-2 に向いて扇の
開いた方を向いていますが、E-2 は E-1 に対して
扇の開きは反対側になっており、E-1 に向いた拡
大になってはいません。1984 年の写真から、①
















































































































































































































和 59）年では、B 地区を基準（「1.00」）に、A 地
区は「7 ｍ道路」で 0.78、「6m」で 0.62、「5m」

































なってからです。B 地区は 1994 年から。1995 年
の公示価格を見ると、A 地区で 24.5 万円、B 地
区が 32 万円、C 地区が 30.2 万円です。1998 年に
おいても、A 地区の低さが目立ちます。しかも、








す。2 人の話では、「1 坪 10 万から 20 万円の差」、















辺地域では 4 軒に分割して販売するのを、A 地






















































































































































































「関係概念」が描く世界 ～差別意識と《境界》～   ― 日野謙一講話録（3）―
99
た場合、あいまいで悩みながら生きている、一人
ひとりの「生きられる現在」を認め合うことになっ
ていく。そして外的な社会意識に向かう場合、間
主観的な意識が作っている「普通」と「常識」に
対する矛盾や問題点を自覚することを通して、一
人ひとりの人間の価値を認める方向へと動いてい
くように思います。
　「生きられる現在」と「《境界》を生きる」とい
う考え方は、それぞれの人が生きる多様な側面を
紐解いてくれると考えます。私は、息子の家族と
して、「障害差別を受ける者」の体験を持ちます。
それと同時に、私自身が〈障害〉像を身体化する
ことによって、彼に対する差別意識を内在化させ
ています。〈部落〉の活動に関わることによって、
「部落差別を受ける者」としての体験を持ちます
が、〈部落〉像を内在させてもいます。また、阪
神・淡路大震災の支援で動いていた時にも、「震
災地」へ行くと、私の日常意識の目をもって人び
とと出会うことになり、被害を受けてしんどい思
いをしている人のしんどさを実感することは難し
いのが実情です。そして、これらの関係の中で、〈障
害〉の問題は直接的な感覚をもって受け止めてい
ます。
　このような自己に含む複合的な差別意識の関係
性は、「《境界》を生きる」者の関係性の自己意識
化の課題につながります。また、それぞれの時点
での「生きられる現在」を生きることによって、
あいまいで不安定でありながらも、自己と他者と
の共感の感覚へとつないでくれるような感じがし
ます。これらの体験は、事故後の息子との体験、
そして息子の通所施設の人びととの出会いを通し
て、ようやく少し「人間とは」という問いと、一
人ひとりが人間として生きていることの気づきへ
と導いてくれたように思います。そして、間主観
的な意識がホールのいう「あわ」のようなもので、
主観的な意識に依拠していること、また、日常の
思考様式として信じられている、社会意識として
のカテゴリー間の関係やその構造化の課題へと広
がる、その手がかりを与えてくれたような気がし
ます。そのため、今回は差別意識がつくる《境界》
を資料で示し、差別意識がいかに構造化されてい
るかについて検討しました。
　今回の講話は、間主観的な意識が作り出してい
る「普通」に対して、そこに依拠できない内的時
間を基軸におく生き方を「《境界》を生きる」と
いう表現で説明してきました。この生き方は「普
通の意識」に対して「異和の意識」と言ってもよ
いのではないかと思います。これは実存的主体性
ともいうべき、「普通」に対してあいまいではあ
るが、矛盾した動的な意識をもつものとして考え
ることができるように思います。この意識は個人
的なものであると共に、共感をもって共有し合う
ことも可能であると考えています。ただ、「普通」
と「異和」の意識は、個人意識や集合意識におい
て、それぞれと相互に交叉しあう関係です。この
ように考えると、「普通の意識」の意味や内実が
わからなくなるように感じます。
　また、講話の当初から、差別的関係を基軸にお
く関係性を「人と人との関係」に置き換えたいと
述べ、それについて模索を進めてきました。「生
の現実」、「生きている」、この 2 つの息子の問い
かけについて、今回は「生きられる現在」という
言葉で表現しようとしました。「生きられる現在」
はそれぞれの人が〈いまここに〉生きているその
ことに立って、関係のあり方を考える契機を与え
てくれたように思います。
　次回は、〈部落〉の問題について、関係概念と
しての〈部落〉像の成立過程の検討をしていきた
いと思っています。これが、体験的な差別意識の
成立と関係していると考えるからです。この「講
話録」は、指定研究「〈日本近代化と部落問題〉
を再考する」―同和教育研究プロジェクト・ティー
ムからの継承と展開」研究会での 5 回の講話をも
とに、修正、加筆して原稿にしています。執筆に
あたって、研究会座長の三浦耕吉郎社会学部教授
のアドバイスをいただいていることを付記してお
きます。
